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依存症

高次脳機能障害

精神疾患を有する総患者数の推移（疾病別内訳：宮崎県）

精神疾患の症状

ともに支え合い地域とつながる
えびの市を目指して

　うつ病や総合失調症などの「精神疾患」の症状等の影響で、日常生活や社会参

加が困難な状態にある「精神障がい」は、正しい知識が十分に普及していません。

そのため、誤解や偏見、差別の対象となりやすく、社会参加が妨げられがちです。

　今回の特集では、精神疾患や精神障がいとはどのようなものなのか、また、行

政や民間団体が行っているさまざまな支援について紹介します。

　

ま
ず
は
、
左
の
グ
ラ
フ
を
見
て
く
だ
さ
い
。
宮
崎

県
で
精
神
疾
患
を
有
す
る
患
者
が
、
平
成
29
年
で

は
4
万
3
千
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
全
国
的
に
は

4
1
9
万
人
い
る
と
さ
れ
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

　

精
神
疾
患
は
、
誰
で
も
か
か
る
可
能
性
が

あ
る
病
気
で
す
。
精
神
疾
患
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
病
気
が
あ
り
、
要
因
が
一
つ
で
は
な
く
相

互
に
影
響
し
あ
っ
て
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
多
く
は
治
療
に
よ
り
回
復
し
、

安
定
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
効
果
が
高
く
副
作
用
の
少
な

い
治
療
薬
も
で
て
い
る
た
め
、
以
前
よ
り
も

回
復
し
や
す
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

精
神
障
が
い
の
あ
る
人
が
経
験
す
る

症
状
は
、
一
人
一
人
違
い
ま
す
。
そ
の

人
に
し
か
分
か
ら
な
い
つ
ら
さ
が
あ
る

と
い
う
こ
と
を
、
周
囲
の
人
た
ち
が
正

し
く
理
解
し
て
、
過
ご
し
や
す
い
環
境

を
一
緒
に
作
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

次
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
そ
の
よ
う
な
人

た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
え
び
の
市

の
施
設
を
紹
介
し
ま
す
。 精

神
疾
患
の
主
な
要
因

精神疾患の種類（代表例）

気分［感情］障害：双極性障害

　妄想・幻聴・興奮・思考の脈絡の乱れ・感情の平穏化・意

欲や自発性が低下して閉じこもりがちになるなどの症

状がみられます。思春期・青年期に発症することが多く、

経過が長期にわたるため、福祉的な支援が必要となる

人も少なくありません。薬物療法などで改善します。

　気分の波が主な症状として現れる病気です。うつ状態

（そう状態）のみが現れる時は「うつ病（そう病）」と呼び、

うつ状態とそう状態を繰り返す場合には、双極性障害

（そううつ病）と呼びます。

　うつ状態では、気持ちが強く落ち込み、何もやる気が

しない、疲れやすい、考えが働かない、自分が価値のな

い人間のように思える、死ぬことばかり考えて実行に移

そうとするなどの症状が出ます。

　そう状態では、気持ちが過剰に高揚し、普段ならあり

得ないような浪費をしたり、ほとんど眠らずに働き続け

たりします。その一方で、ちょっとした事にも敏感に反

応し、他人に対して怒りっぽくなったり、自分は何でも

できると思い込んで人の話を聞かなくなったりします。

　何らかの原因で、一時的に脳の一部が過剰に興奮する

ことにより、発作が起きます。発作にはけいれんを伴う

もの、突然意識を失うもの、意識はあるが認知の変化を

伴うものなど、さまざまなタイプのものがあります。

　特定の何かに心を奪われ、「やめたくても、やめられない」

状態を依存症と呼びます。依存症は、自らが問題を認め

ないため、本人が病気と認識することは困難です。代表

的な依存の対象として、アルコールや薬物、ギャンブルな

どがあります。

　病気や事故などで脳が損傷され、思考・記憶・判断・感

情などの認知機能に障がいが起きた状態です。外見から

はわかりにくいため、周囲の理解が得にくいという特徴が

あります。また、ある日突然、病気や事故の後遺症により

起こることもあります。

　幻聴、妄想、幻覚、意欲の低下やひきこもりなどの症状は、外見からは

分かりにくく、他人から理解してもらいにくいという側面があります。そのた

め、「怠けている」「何を考えているか分からない」「つき合いづらい」など

の印象をもたれる場合もあります。

　精神疾患がある全ての人が「精神
障がい者」と呼ばれるわけではあり
ません。日常生活や社会参加が困
難な状態を障害と言います。つまり、
精神疾患がある人は、ほかの身体
の病気と同じで、医療は必要ですが、
精神障がい者ではないのです。

市福祉課 福祉係
竹下 卓也主事

えびの市
社会福祉協議会

西橋 まやさん

心因性

精神的な負担

外因性

身体の病気

内因性

脳の
器質的な問題

統合失調症 てんかん

妄想
誰かに

見られている、
監視されている

感じがする

幻聴
そこにいない

人の声が
聞こえる

体感幻覚
体の中に

何かがいる
感じがする

ひきこもり
人のいる
ところに

出たくない

意欲低下

何もやる気が
しない

感情の平板化
楽しいと

感じられない

私たちと一 緒に
理 解を深めてい
きましょう！

※人や人の状態を表す際は「障がい」と表記し、制度や固有名詞等を表す際は「障害」と表記しています。
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社
会
と
の
交
流
を
支
援

働
き
た
い
！
を
支
援

施設職員
の声

え
び
の
市

社
会
福
祉
協
議
会

就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
さ
く
ら

（
就
労
継
続
支
援
A
型
事
業
所
）

え
び
の
福
祉
作
業
所

（
就
労
継
続
支
援
B
型
事
業
所
）

び
ー
だ
ま

（
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
Ⅱ
型
）

　

昭
和
47
年
8
月
に
開
設
さ
れ
、
各
種
の
福
祉
サ
ー

ビ
ス
や
相
談
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
市
民
活
動
の

支
援
、
共
同
募
金
運
動
へ
の
協
力
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
で
地
域
の
福
祉
増
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
中
で
も
、
相
談
支
援
専
門
員
は
、
65
歳

以
下
で
障
が
い
の
あ
る
人
の
相
談
窓
口
で
す
。
本

人
や
家
族
か
ら
の
話
を
聞
き
、
生
活
や
就
労
支
援

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
は
、
雇
用
契
約
に
基
づ
い
て
一
般
就
労

を
目
指
し
ま
す
。
令
和
元
年
10
月
に
開
設
さ
れ
た

同
事
業
所
で
は
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
用
の
車
の
ス
テ
ッ

カ
ー
を
剥
い
だ
り
、
車
内
外
の
清
掃
や
手
洗
い
で

の
洗
車
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
え
び
の

市
社
会
福
祉
協
議
会
や
市
福
祉
課
な
ど
と
連
携
し

て
、
一
般
就
労
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
は
、
就
労
の
機
会
を
得
て
、
Ａ
型
事
業

所
で
の
就
労
、
ま
た
は
一
般
就
労
を
目
指
し
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
陶
器
や
野
菜
、
花
作
り
な
ど
の
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
野
菜
の
洗
浄
や
同

作
業
所
が
回
収
し
た
空
き
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

選
別
作
業
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

就
労
が
困
難
な
在
宅
障
が
い
者
に
対
し
て
、
手
芸

な
ど
の
制
作
活
動
の
機
会
の
提
供
や
、
買
い
物
な

ど
の
社
会
適
応
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
毎
月

1
回
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
行
っ
た
り
、
ゲ
ー

ム
を
し
た
り
し
て
、
社
会
生
活
に
順
応
で
き
る
ス

キ
ル
が
身
に
付
く
よ
う
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

びーだま施設職員
井之上 里香さん（写真右）

大溝 陽子さん

Ｑ
．
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か

　

利
用
者
へ
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス
や
、手
芸
な
ど
の
制
作
活
動
の
機

会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
月
１
回
の
お
や
つ
作
り
や
陶
芸

な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
症
状
に
気
付
い
た
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

19
歳
の
あ
る
夜
、
体
調
が
悪
く
な
り
、
救
急
車
で
病
院
に
運
ば

れ
ま
し
た
。
救
急
車
の
中
で
急
に
恐
怖
心
が
芽
生
え
た
の
は
、
今

で
も
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、１
年
間
閉
鎖
病
棟
に
入
院
し
、統

合
失
調
症
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。
急
に
恐
怖
心
が
芽
生
え
た
の
は
、

後
に
も
先
に
も
そ
の
一
回
き
り
で
す
。

Ｑ
．
世
間
の
反
応
に
つ
い
て
、ど
う
考
え
て
い
ま
す
か

　

自
ら
障
が
い
が
あ
る
こ
と
を
話
し
て
い
る
の
で
、世
間
の
反
応

は
気
に
な
り
ま
せ
ん
。
現
在
は
、
毎
日
薬
を
服
用
し
精
神
も
安
定

し
て
い
ま
す
。
平
日
は
福
祉
作
業
所
で
陶
器
な
ど
を
制
作
し
、
休

日
は
自
転
車
に
乗
っ
て
買
い
物
や
用
事
を
済
ま
せ
て
い
る
の
で
、

ほ
か
の
人
と
変
わ
ら
ず
に
生
活
が
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
．
精
神
障
が
い
者
に
対
し
て
、

　

   

ど
の
よ
う
な
地
域
や
社
会
を
望
み
ま
す
か

　

精
神
障
が
い
に
つ
い
て
地
域
の
人
た
ち
に
も
っ
と
理
解
し
て
も

ら
え
る
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
精
神
障
害

に
対
す
る
誤
解
や
偏
見
が
な
く
な
っ
て
い
け
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、就
業
の
場
な
ど
も
含
め
、障
が
い
が
あ
る
人
が
働
き
や
す
い

環
境
を
整
備
し
て
ほ
し
い
で
す
。
一
人
暮
ら
し
に
な
っ
て
も
施
設

等
に
入
ら
ず
に
支
援
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
も
整
え
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
．
今
後
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
、一
般
就
労
を
目
指
し
た
い
で
す
。
ま
た
、ず
っ

と
え
び
の
の
実
家
で
生
活
し
て
い
き
た
い
で
す
。

Ｑ
．
世
間
の
反
応
に
つ
い
て
ど
う
感
じ
て
い
ま
す
か

　

ま
だ
ま
だ
偏
見
が
多
い
の
が
現
状
で
す
。
都
市
部
よ
り
地
方
の
方

が
、周
り
に
相
談
で
き
な
い
環
境
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
不
安
に
感

じ
た
ら
、ま
ず
は
誰
か
に
相
談
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
精
神
障
が
い
者
に
対
し
て
、

　

   

ど
の
よ
う
な
地
域
や
社
会
を
望
み
ま
す
か

　

私
た
ち
の
施
設
は
、病
院
で
症
状
を
診
断
さ
れ
て
か
ら
の
通
所

と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
病
院
で
症
状
を
診
断
さ
れ
る
前
に
何
ら

か
の
サ
イ
ン
や
症
状
が
出
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

症
状
が
長
く
な
る
と
、自
分
で
は
な
か
な
か
気
付
き
に
く
く
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
家
族
の
理
解
や
協
力
が
必
要
で
す
。
も
っ
と
オ
ー

プ
ン
に
相
談
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

Ｑ
．
精
神
障
が
い
者
と
接
す
る
上
で
気
を
付
け
て
い
る
こ
と
は

　

   

何
で
す
か

　

本
人
が
で
き
る
こ
と
を
き
ち
ん
と
把
握
す
る
こ
と
で
す
。
利
用

者
の
多
く
が
頑
張
り
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。
頑
張
り
過
ぎ
る
と

体
調
を
崩
し
、次
の
通
所
日
に
来
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
。

そ
の
た
め
、
作
業
の
様
子
や
表
情
の
変
化
を
見
て
、
適
宜
休
憩
を

取
っ
た
り
、別
の
作
業
を
進
め
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、職
員
が
無
理
し
て
頑
張
ら
な
く
て
も
良
い
と
い
う
雰
囲

気
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
す
。

当事者
の声

徳持 和浩さん

私
は
こ
こ
で

働
い
て
い
ま
す
！
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西諸地域
精神障がい者文化交流会

　西諸地域では、地域の皆さんと精神障がい者の
交流を図り、精神障がい者が安心して生活できる
地域にしていくために「こすもす祭」を開催してい
ます。
　「こすもす祭」では、当事者やその家族による体
験発表、作品の展示、精神科医による講演などさ
まざまな催しを行っています。
　今年度で 20 回目を迎える予定でしたが、新型コ
ロナウイルス感染症の影響で「こすもす祭」は中止
になりました。そこで、市役所や市民図書館のほか
西諸地域にある公共施設等で作品展示を行いまし
た。

西諸地域精神保健福祉協議会では、障がいのあるなしにかかわらず、互いに認め合い、
安心して生活できる地域づくりのため、さまざまな活動に取り組んでいきます。

え
び
の
市
で
は
、
複
数
の
当
事

者
団
体
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

地
域
と
つ
な
が
る

断
酒
会

当
事
者
同
士
・
家
族
と
つ
な
が
る

「
喫
茶
ふ
ら
ー
っ
と
」で
の

コ
ー
ヒ
ー
サ
ー
ビ
ス

　

毎
月
1
回
、
5
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
た
徳
持
和
浩

さ
ん
と
え
び
の
福
祉
作
業
所
の
皆
さ
ん
が
コ
ー

ヒ
ー
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
徳
持
さ
ん
は
、
コ
ー

ヒ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
る
た
め
に
、
喫
茶
店
で

コ
ー
ヒ
ー
を
入
れ
る
練
習
を
し
た
そ
う
で
す
。
取

材
時
に
訪
れ
て
い
た
小
林
市
の
地
域
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
Ⅰ
型
ゆ
る
い
と
タ
ウ
ン
「
と
ん
で
ー
の
」

の
利
用
者
は
、「
ブ
ラ
ッ
ク
が
苦
手
な
人
で
も
飲

み
や
す
い
コ
ー
ヒ
ー
を
入
れ
て
く
れ
ま
す
。
コ
ー

ヒ
ー
も
お
い
し
く
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
飲
む
こ
と

が
で
き
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
ほ
し
い
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

断
酒
会
は
、
酒
を
や
め
た
い
人
や
そ

の
家
族
の
た
め
の
自
助
グ
ル
ー
プ
で
す
。

毎
月
2
回
、
例
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

例
会
で
は
、
参
加
者
一
人
ず
つ
が
体
験

談
を
話
し
、
ほ
か
の
参
加
者
は
そ
れ
を

傾
聴
し
ま
す
。
例
会
で
話
さ
れ
た
こ
と

は
他
言
無
用
と
さ
れ
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

は
尊
重
さ
れ
ま
す
。

　

精
神
疾
患
は
、誰
も
が
か
か
る
可

能
性
の
あ
る
病
気
で
す
。
発
症
し
て

も
本
人
に
自
覚
が
な
い
こ
と
も
あ

る
た
め
、周
囲
の
理
解
が
必
要
で
す
。

　

早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
行
う
こ

と
で
、社
会
へ
の
復
帰
も
早
く
な
り

ま
す
。
不
安
に
感
じ
た
ら
、ま
ず
は

市
の
保
健
師
や
精
神
保
健
福
祉
担

当
、ま
た
は
か
か
り
つ
け
の
医
療
機

関
な
ど
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

み
ん
な
で
支
え
合
い
、誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
え
び
の
市
に
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
！

一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず

は
相
談
を
！
本
人
だ
け

で
な
く
、
家
族
か
ら
の

相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

「どなたでも、お気軽に
お越しください」と

徳持さん

同日、図書館・資料館入り口で
は、えびの福祉作業所の野菜
販売やびーだまの物品販売が
行われます。

お酒の悩みは一人で抱え込まず、
同じ悩みを持つ者同士で

分かち合いましょう。
お気軽にご相談ください。

上畠 忠由 会長

［開催日］毎月1回（最終週の金曜日）
［時間］午前 10 時〜午前 11時
［場所］市民図書館 学習室

［開催日］毎月2 回（第 1・第 3 水曜日）
［時間］午後 7 時 30 分〜午後 9 時 30 分
［場所］市文化センター

●心の健康に関する相談 市健康保険課
●精神保健福祉の制度に関する相談 市福祉課
●困りごと相談 えびの市社会福祉協議会

【相談日時】
月曜～金曜　
午前 8 時30 分～午後 5時15分

（祝日、年末年始を除く）

※ 

そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
あ
り
ま
す
。

　

 

詳
し
く
は
、市
健
康
保
険
課
に
相
談
を
！

※ 料金は無料です

相 談 窓 口
35-1116

35-1115

35-2800

一
つ
一
つ
時
間
を
か

け
て
手
作
り
し
た
そ

う
で
す
。

と
て
も
ス
テ
キ
な

作
品
ば
か
り
で
し
た
！
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税

問

軽
自
動
車
の
廃
車
・
変
更
手
続
き
は
3
月
31
日
ま
で
に

市
税
務
課 

市
民
税
係　

☎
35
‐
3
7
3
4
（
直
通
）

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
4
月
1

日
現
在
で
、
宮
崎
運
輸
支
局
に

登
録
さ
れ
て
い
る
軽
自
動
車
や

１
２
６
㏄
以
上
の
バ
イ
ク
の
所
有

者
、
市
町
村
で
登
録
さ
れ
て
い
る

バ
イ
ク
（
１
２
５
㏄
以
下
）
や
小

型
特
殊
自
動
車
の
所
有
者
に
課
税

さ
れ
ま
す
。

　

4
月
1
日
に
所
有
者（
使
用
者
）

で
あ
れ
ば
、
4
月
2
日
以
降
に
売

却
し
た
り
、廃
車
し
た
り
し
て
も
、

そ
の
年
度
分
は
納
税
義
務
者
と
な

り
ま
す
。
逆
に
4
月
2
日
以
降
に

軽
自
動
車
等
を
取
得
し
て
も
、
そ

の
年
度
は
納
税
義
務
者
に
は
な
り

ま
せ
ん
。

　

所
有
者（
使
用
者
）で
あ
る
か
ど

う
か
は
、
4
月
1
日
現
在
の
運
輸

支
局
や
え
び
の
市
で
の
登
録
状
況

に
よ
り
判
断
し
ま
す
。

【
軽
自
動
車
等
を
下
取
り
に
出
し

た
り
、
他
人
に
譲
渡
し
た
り
し
た

場
合
は
名
義
変
更
の
手
続
き
を
】

　

車
検
切
れ
で
乗
ら
な
く
な
っ
た

り
、
事
故
等
に
よ
り
使
用
不
能
に

な
っ
た
り
し
た
場
合
は
、
登
録
抹

消（
廃
車
）の
手
続
き
を
3
月
31
日

ま
で
に
必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

盗
難
に
あ
っ
た
場
合
は
、
警
察

の
届
け
出
と
は
別
に
市
税
務
課
に

も
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
登
録
が

そ
の
ま
ま
で
あ
る
と
、
実
際
に
使

用
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
軽
自
動

車
税
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

住
所
が
変
わ
っ
た
人
も
、
車
検

証
等
に
登
録
さ
れ
て
い
る
住
所
の

変
更
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
名
義
変
更
や
登
録
抹
消（
廃

車
）、
住
所
変
更
の
手
続
き
を
自

動
車
販
売
店
な
ど
の
第
三
者
に
依

頼
し
た
場
合
は
、
必
ず
手
続
き
が

完
了
し
た
か
ど
う
か
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

　

近
年
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
の
軽

自
動
車
売
買
取
引
等
で
、
依
頼

し
た
つ
も
り
で
も
、
依
頼
先（
代

行
先
）が
手
続
き
を
行
っ
て
い
な

か
っ
た
り
遅
れ
た
り
し
て
、
手
続

き
が
4
月
1
日
に
間
に
合
わ
ず
課

税
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

廃
車
手
続
き
が
完
了
し
て
い
る

か
、必
ず
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
農
耕
作
業
用
車
両
も
標
識
交
付

の
申
請
が
必
要
で
す
】

　

え
び
の
市
税
条
例
第
91
条（
原

動
機
付
自
転
車
及
び
小
型
特
殊

自
動
車
の
標
識
の
交
付
等
）に
よ

り
、「
新
た
に
原
動
機
付
自
転
車

又
は
小
型
特
殊
自
動
車
に
係
る
軽

自
動
車
等
の
所
有
者
等
と
な
っ
た

者
は
、
市
長
に
対
し
、
標
識
交
付

申
請
書
を
提
出
し
、
か
つ
、
車
体

に
取
り
付
け
る
べ
き
標
識
の
交
付

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

小
型
特
殊
自
動
車
の
中
に
、
農

耕
作
業
用
車
両
も
該
当
し
ま
す
。

農
耕
作
業
用
車
両
の
中
に
は
、
標

識
を
取
り
付
け
る
箇
所
の
な
い
車

両
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
え
び
の

市
条
例
の
規
定
に
よ
り
、
購
入
し

た
際
は
、
市
道
の
走
行
の
有
無
に

関
わ
ら
ず
、
標
識
交
付
の
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

標
識
交
付
の
申
請
の
手
続
き
に

つ
い
て
は
、
①
所
有
者
の
印
鑑
②

車
台
番
号
が
わ
か
る
も
の
（
販
売

証
明
書
な
ど
）
を
登
録
時
に
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
譲
り
受
け
で
新

規
登
録
す
る
人
は
、
譲
り
渡
し
の

人
の
印
鑑
も
必
要
で
す
。

◎軽自動車税に関する手続き場所

※軽自動車や二輪の小型自動車の手続きは、お近くの自動車整備工場や販売店などにご相談
ください。

軽自動車の種類 手続き場所 必要なもの

原動機付自転車（125cc以下の原
付バイク）
小型特殊自動車（農耕用トラク
ターなど）

市税務課市民税係
☎ 35-3734
または、飯野・真幸出張所

所有者の印鑑、ナンバープレート
※名義変更の場合は、前の所有者の印
鑑も必要になります。名義変更だけの
場合は、ナンバープレートはいりませ
ん。

軽自動車四輪乗用（軽乗用車等）
軽自動車四輪貨物（軽トラック・
軽バン等）
軽自動車三輪

軽自動車検査協会宮崎事
務所
宮崎市大字本郷北方
2729-4
☎050-3816-1760

詳しくは、軽自動車検査協会宮崎事務
所へお問い合わせください。

二輪の小型自動車（250ccを超え
るもの）
軽自動車二輪（250cc以下）

宮崎運輸支局
宮崎市大字本郷北方
2735-3
☎050-5540-2088

詳しくは、宮崎運輸支局へお問い合わ
せください。
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家庭教育標語表彰

12人が受賞

1

29

　真幸中学校で令和 2 年度家庭教育標語最優
秀賞者への表彰が行われました。83 点の中か
ら最優秀賞を受賞したのは、同校 3 年の東脇
龍翔さんです。最優秀賞の他に、優秀賞 3 人、
入賞 8 人が受賞し、令和 3 年度の家庭教育カ
レンダーに標語が掲載されます。
　例年、生涯学習振興大会で表彰されますが、
新型コロナウイルス感染拡大の影響により中止
となったため、各学校での表彰となりました。

子どもたちのために役立てて

1

21

　南木場牧野利用組合が上江小中学校に 26 万
5000 円を寄付しました。
　同組合は、入

いりあい

会権のあった上江地区の一部の
土地を採草等に利用していました。今回、入会
権を放棄し解散することに伴い、入会権放棄料
の一部を寄付しました。
　同組合委員長の本石長永さんは、「子どもた
ちのために活用してください」と話していまし
た。

にしもろ2分の3成人式

ふるさとを思い出して

2

6

　WEB 会議システム「Zoom（ズーム）」を活
用して、にしもろ 2 分の 3 成人式が行われま
した。これは、同年代の仲間づくりやふるさと
を見つめ直すきっかけにしてほしいと、えびの
市・小林市・高原町の 2 市 1 町が共同で開催
したものです。
　当日は、オンラインで 31 人が参加し、西諸
地域で活躍する人のトークセッションやご当地
クイズなどを楽しみました。

地元の特産品に舌鼓

1

21

　市では、新型コロナウイルスの影響を受けた
和牛肉の消費拡大と地産地消への理解を図るた
め、市内小中学校の給食でえびの産の牛肉を提
供しました。提供されたのは、ボルシチ（ロシ
ア料理）約 1500 食で、76㎏の牛肉が使われま
した。
　岡元小学校 6 年の北別府虹

こ う き

輝くんは、「えび
の産のお肉がやわらかくて、おいしかったです」
と話していました。

地産地消応援学校給食

南木場牧野利用組合寄付金贈呈



　
「
郷
土
芸
能
は
、『
地
域
の
魂
』
で
す
」
と

話
す
の
は
、
え
び
の
市
郷
土
芸
能
保
存
連
合

会
会
長
の
松
坂
昭
二
さ
ん
で
す
。

　

松
坂
さ
ん
は
、
同
連
合
会
の
会
長
を
務
め

て
2
年
目
に
な
り
ま
す
。
地
元
の
西
長
江
浦

で
は
、
大
太
鼓
踊
り
保
存
会
の
会
長
を
5
年

以
上
務
め
て
い
ま
す
。「
現
在
、
連
合
会
に

所
属
し
て
い
る
団
体
は
16
団
体
で
す
。
そ
の

う
ち
、
3
団
体
は
活
動
を
休
止
し
て
い
る
た

め
、
実
際
に
活
動
し
て
い
る
の
は
13
団
体
で

す
」

　

ど
の
団
体
も
後
継
者
不
足
に
悩
ん
で
い
る

と
話
す
松
坂
さ
ん
。「
ど
の
団
体
も
後
継
者

が
お
ら
ず
、
踊
り
手
な
ど
の
高
齢
化
が
進
ん

で
い
ま
す
。
西
長
江
浦
地
区
で
言
え
ば
、
昔

は
40
歳
ぐ
ら
い
で
踊
り
手
を
引
退
し
て
い
た

の
が
、
今
で
は
そ
の
歳
に
な
っ
て
も
踊
り
続

け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま

す
。
若
い
世
代
に
知
っ
て
も
ら
っ
て
、
後
継

者
を
育
て
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
」

　

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
、
ほ
と
ん
ど
の
団
体
が
開
催
を
断
念
し

た
そ
う
で
す
。「
踊
り
を
継
承
し
て
い
く
こ

と
で
、
地
域
が
ま
と
ま
っ
て
い
き
ま
す
。
今

年
度
実
施
で
き
な
か
っ
た
団
体
も
来
年
度
こ

そ
は
開
催
で
き
る
よ
う
に
、
実
施
方
法
な
ど

を
模
索
し
な
が
ら
私
た
ち
が
奮
起
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」

　
「
こ
の
よ
う
な
郷
土
芸
能
が
あ
る
ん
だ
と

い
う
認
識
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
と
て
も
重

要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
知
ら
な
い
人
に

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
も
、
各
団
体
の
紹
介

や
地
域
で
の
掘
り
起
こ
し
を
積
極
的
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
で
す
」
と
意
気
込
ん
で
い

ま
し
た
。

地
域
の
魂
を

守
り
抜
い
て
い
く

松坂 昭二さん

市 民 の お す す め の 一 冊

どじにんじゃ
新井洋行 作・絵

（講談社）

上江保育園 園長
伊地知恵子さんのおすすめ

■おすすめコメント

　どじな忍者が姫を助ける
ためにどじを繰り返す愉快
な絵本です。子どもたちか
らも大人気な絵本です。泣
いている子どもも泣き止む
かもしれません。

twitter 始めました！
えびの市民図書館 （@EbinoCityLib）
https://twitter.com/EbinoCityLib
※右の QR コードからも見る事ができます。

えびの市民図書館
☎35-0242　https://ebino-city-lib.jp/
開館時間 火曜～土曜／午前9時～午後7時
 日曜 ・ 祝日／午前9時～午後5時
休 館 日 毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）

【お問い合わせ】 竹下妙子さん ☎37-3056短歌 松山良文さん ☎33-4904俳句 ポエム同好会（田中虎夫） ☎33-2959詩

ブックランド号 運行スケジュール
運行場所（ルート） 運行日（3月） 時　間

飯野地区コミュニティセンター 12日（金） 14：05〜14：30

飯野駅前地区体育館→飯野出張所 3日（水）、
17日（水） 14：05〜15：15

麓橋団地→大平職員宿舎→自衛隊
官舎

5日（金）、
19日（金） 14：50〜16：30

岡元小学校→市立病院→さくら苑 10日（水） 13：15〜15：15

プラッセだいわ→真幸地区体育館→
老人福祉センター 11日（木） 14：05〜16：30

■
短
歌

■
詩

■
俳
句

ひ
よ
ど
り
は
真
赤
な
木
の
実
目
掛
け
く
る

お
美
味
し
く
な
き
か
つ
っ
き
飛
び
去
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
ハ
ヤ
子

　
二
月
の
風
は
ま
だ
寒
い
。も
ろ
も
ろ
の
生
物
は
空
の
明
る
さ
に
春
を
感
じ
る
。立
春

と
な
り
ひ
よ
ど
り
は
「
ひ
い
よ
、
ひ
い
よ
」
と
鳴
き
群
を
な
し
人
里
に
移
っ
て
餌
を
求

め
冬
の
守
り
か
ら
攻
め
に
転
じ
る
。唐
辛
子
、
花
胡
椒
の
赤
い
実
を
突
っ
つ
き
辛
く
て

逃
げ
て
ゆ
く
。作
者
は
微ほ

ほ
え笑

み
を
も
っ
て
見
て
い
る
の
だ
ろ
う
。心
根
の
や
さ
し
さ
が

表
れ
た
詠
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
評
：
竹
下
妙
子
） 

パ
ト
カ
ー
の
赤
灯
に
闇
冴
え
返
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
切
嗣
子

　
寒
も
ど
り
の
夜
の
深
い
闇
に
パ
ト
カ
ー
の
サ
イ
レ
ン
と
赤
灯
が
走
る
…
何
か
あ
っ
た

の
か
。事
故
？
不
安
が
広
が
る
。心
の
中
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
昨
年
、
今
年
と
常
に
「
不

安
」
の
一
語
が
…
一
日
も
早
く
マ
ス
ク
な
し
の
穏
や
か
な
日
常
生
活
を
取
り
戻
せ
た
ら

と
願
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
自
註
）

ご
褒
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

友
清
慈
子

■文化の杜の春まつり
文化の杜の春まつりとしてブックリサイクルフェアを開
催します。皆さんからの寄贈本や古くなった本等を無料
配布します。ぜひ、ご来場ください。
●開催日＝3月6日（土）、7日（日）
●時間＝午前9時〜午後4時
●場所＝文化の杜ひろば

リレー形式で、市民の皆さんにおすすめの一冊を
紹介してもらいます。

ど
ん
な
人
に
も　

ご
褒
美
が
あ
る
と
い
い
の
に
ね

1
0
0
歳
の
人
に
は

戦
禍
を
潜
り
抜
け　

人
の
命
や
国
を
守
る
た
め
に

自
分
の
命
を
張
っ
た
の
だ
か
ら

生
き
た
ご
褒
美
が
あ
る
と
い
い
の
に
ね

親
か
ら
の
虐
待
を
受
け
続
け

わ
ず
か
5
年
し
か
生
き
ら
れ
な
か
っ
た

男
の
子
に
も

生
き
た
証
の
ご
褒
美
が
あ
る
と
い
い
の
に
ね

は
し
っ
こ
に
咲
い
た
ば
か
り
に
一
本
だ
け

水
を
も
ら
え
な
く
て
枯
れ
て
し
ま
っ
た
花
に
も

殺
処
分
さ
れ
る
た
め
だ
け
に

や
っ
と
生
ま
れ
て
き
た
子
牛
に
も

■おうち時間を楽しみましょう
新型コロナウイルス感染症対策費（図書館パワーアップ
事業）を活用して、児童書を購入しました。
絵本、読み物、実用本など、多くの本が入っています。ぜひ、
この機会に「おうち時間」を楽しんでください。

広報 広報令和3年2月号 令和3年2月号11 10

郷土芸能保存連合会 会長



運
動
不
足
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

在
宅
高
齢
者
等
介
護
手
当
を
ご
存
じ
で
す
か

いきいき！健康■110だより

■119だより

えびの警察署

えびの消防署

☎33-0110

☎33-6119

緊 張 感を保った運 転を

野 焼きによる火 災 が 増えています

H e a l t h y  L i f e

1月の交通事故
発生状況

人　身 3件
物　件 32件

本年累計 24件
本年累計 314件

1月の活動状況
［えびの消防署管内］

火　災 5件
救　急 88件

本年累計 5件
本年累計 88件

　

外
出
自
粛
等
で
体
を
動
か
す
機
会

が
減
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
筋
力
の
低

下
や
持
病
の
悪
化
、
認
知
機
能
の
低

下
な
ど
の
健
康
へ
の
二
次
的
な
影
響

が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

適
度
な
運
動
で
筋
肉
を
動
か
す
と

筋
力
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
だ
け
で
な

く
、
体
温
も
上
が
り
、
血
行
や
代
謝

が
促
進
さ
れ
て
免
疫
力
も
高
ま
り
ま

す
。

　

特
に
、
高
齢
者
の
場
合
、
2
週
間

家
の
中
で
あ
ま
り
動
き
回
ら
な
い
よ

う
に
す
る
と
、
脚
の
筋
肉
量
が
3
・

り
な
ど
、
積
極
的
に
動
き
ま
し
ょ
う
。

②
ス
ト
レ
ッ
チ
や
軽
い
体
操
・
筋
ト

レ
を
取
り
入
れ
る

　

片
足
立
ち
や
ス
ク
ワ
ッ
ト
な
ど
、

足
の
筋
ト
レ
や
ラ
ジ
オ
体
操
等
を
テ

レ
ビ
や
動
画
を
見
な
が
ら
一
緒
に
行

う
の
も
お
す
す
め
で
す
。

③
毎
日
い
つ
も
よ
り
プ
ラ
ス
10
分
の

運
動
を
意
識
す
る

　

10
分
の
運
動
は
、
約
1
0
0
0
歩

歩
く
の
に
相
当
し
ま
す
。運
動
は
軽

く
息
が
弾
む
程
度
が
目
安
で
す
。人

混
み
が
少
な
い
場
所
や
時
間
帯
を
選

ん
で
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

文
：
市
健
康
保
険
課 

田
村
保
健
師

7
％
減
少
し
た
と
い
う
報
告
も
あ
り

ま
す
。こ
れ
は
、
3
・
7
年
分
の
老
化

に
相
当
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
予
防
を
し

な
が
ら
、
次
の
ポ
イ
ン
ト
を
意
識
し

て
積
極
的
に
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
病
気
や
痛
み
な
ど
が
あ
る
人

は
、
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し
て
か

ら
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

■
運
動
に
取
り
組
む
ポ
イ
ン
ト

①
日
常
生
活
で
こ
ま
め
に
動
く

　

30
分
に
1
回
は
立
ち
上
が
り
、
足

踏
み
や
家
の
掃
除
、
段
差
の
上
り
下

の
獲
得
は
、
安
心
し
て
子
ど
も
が
産

め
る
社
会
・
産
み
た
い
社
会
を
つ
く

る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／

ラ
イ
ツ
は
、
不
妊
、
人
工
授
精
、
代

理
出
産
、
性
感
染
症
、
H
I
V
／
エ

イ
ズ
、
性
暴
力
、
買
売
春
、
中
絶
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
幅
広
く
含
ん

で
い
ま
す
。男
女
が
性
の
知
識
を
正

し
く
得
る
こ
と
が
大
切
で
、
リ
プ
ロ

ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ
の

観
点
か
ら
の
性
教
育
を
推
進
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　

文
：
市
総
務
課 

人
権
啓
発
室

 

「
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス

／
ラ
イ
ツ
」
と
い
う
言
葉
を
ご
存
じ

で
す
か
？

　

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／

ラ
イ
ツ
と
は
、「
性
と
生
殖
に
関
す

る
健
康
と
権
利
」
と
訳
さ
れ
ま
す
。

「
健
康
」
に
は
、「
安
全
で
満
足
で
き

る
性
生
活
」・「
安
全
な
出
産
」
な
ど

が
、「
権
利
」
に
は
、「
子
ど
も
を
産

む
か
ど
う
か
、
産
む
と
す
れ
ば
い
つ
、

何
人
ま
で
を
産
む
か
を
決
定
す
る
自

由
」、「
生
殖
・
性
に
関
す
る
適
切
な

情
報
と
サ
ー
ビ
ス
を
得
ら
れ
る
権

利
」
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

1
9
9
4
年
に
カ
イ
ロ
で
開
か
れ

た
国
際
人
口
開
発
会
議
で
「
性
と
生

殖
に
関
す
る
健
康
、
生
命
の
安
全
を

女
性
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
通
じ
て
、

権
利
と
し
て
と
ら
え
よ
う
」
と
い
う

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ

イ
ツ
の
概
念
が
提
唱
さ
れ
、
女
性
の

人
権
の
重
要
な
一
つ
と
し
て
認
識
さ

れ
て
い
ま
す
。「
私
の
か
ら
だ
は
私

の
も
の
」、「
子
ど
も
を
産
む
・
産
ま

な
い
は
女
性
の
自
己
決
定
」
で
あ
る

と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
、
こ
の
権
利

　

市
の
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
一

つ
に
、
在
宅
高
齢
者
等
介
護
手
当
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
在
宅
で
介
護

を
し
て
い
る
人
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
と

と
も
に
、
高
齢
者
の
福
祉
増
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。手

当
は
月
額
8
3
0
0
円
で
、
年
に
2

回
、
4
月
と
10
月
に
ま
と
め
て
支
給

さ
れ
ま
す
。

　

対
象
者
は
、
在
宅
で
、
介
護
認
定

を
受
け
て
か
ら
6
カ
月
経
過
し
て
い

る
寝
た
き
り
高
齢
者
（
介
護
認
定
が

要
介
護
4
以
上
）
ま
た
は
認
知
症
高

齢
者
（
要
介
護
3
以
上
で
、
な
お
か

つ
認
知
症
高
齢
者
日
常
生
活
自
立
度

Ⅲ
以
上
）
を
、
同
居
ま
た
は
こ
れ
に

準
ず
る
状
態
で
介
護
し
て
い
る
人
で

す
。
そ
の
他
、
寝
た
き
り
高
齢
者
等

お
よ
び
介
護
者
が
え
び
の
市
に
6
カ

月
以
上
住
所
を
有
す
る
こ
と
な
ど
の

条
件
が
あ
り
ま
す
が
、
条
件
を
満
た

し
て
い
れ
ば
65
歳
に
到
達
し
た
月
か

ら
申
請
で
き
ま
す
。

　

在
宅
で
寝
た
き
り
高
齢
者
、
認
知

症
高
齢
者
の
介
護
を
し
て
い
る
人
は
、

担
当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
最
寄
り
の

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

◯
南
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

（
ほ
う
よ
う
内
）

☎
25
‐
3
3
1
1

◯
東
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

（
さ
く
ら
苑
内
）

☎
33
‐
2
3
7
7

◯
中
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

（
え
び
の
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

☎
35
‐
2
8
0
0

◯
西
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

（
え
び
の
涼
風
園
内
）

☎
37
‐
3
0
8
5

文
：
南
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康
と
権
利

　 今 年 すで に5 件 の 火 災 が 発 生し、田ん ぼ や 畑、
山 林 で の 火 入 れ の 不 注 意 による 林 野 火 災 が 多
く発 生しています。火 入 れ を 行う際 は、3 日前ま
で に 消 防 署 へ 届 け 出 が 必 要 で す。緊 急 の 場 合
や 特 別 な 理 由で 届 け 出 の 提 出 が 困 難 な 場 合 は
電 話 連 絡も可 能で す が、場 所 等を把 握 するた め、
可 能 な 限り来 署して届 け出をしてもらいます。
■ 火 入 れ の 際 の 注 意 点

・作 業 時 は 目を 離 さず、消 火 用 の 水また は 消 火
器を近くに準 備しましょう

・天 候 の 変 化 に留 意しましょう
・開 始と終了の 時 間を消 防 署 に連 絡しましょう
・火 災 気 象 通 報 の 発 令 中 は 火 入 れを行えません

あんしんねっと
A r e a  c o m p r e h e n s i v e  s u p p o r t

男女共同参画
G e n d e r  E q u a l i t y

　 例 年、春 先 に か けて初 心 者ドライバ ー が 増 加
します。
　最 初は、緊 張しながら運 転していますが、慣れ
てくると緊 張 感を欠き、悲 惨な交 通 事 故を起こす
ケースが 少 なくありません。
　 ベテランドライバーも含 めて、初 心を忘 れ ず、
緊 張 感を保った 運 転を心 掛 け、交 通 事 故を防ぎ
ましょう。
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会計年度任用職員募集

　市では、次の業務の会計年度任用職員を募集します。
農林整備課勤務
■一般事務

【募集人員】1人
【業務内容】畑地かんがい事業事務補助
【適任要件】パソコン（ワード・エクセル）ができる人
【報酬】5,783 〜 6,148円（日額）※通勤・期末手当あり
【勤務時間】午前9時〜午後4時15分（月曜〜金曜 ※祝日・

年末年始を除く）
【雇用期間】4月1日〜令和4年3月31日
【保険等】社会保険、雇用保険あり
【申込期限】3月12日（金）午後5時まで
【選考方法】書類選考（市様式の履歴書）と面接

※面接日時は、後日申込者に連絡します。
【申込方法】市様式の履歴書を市農林整備課畑かん推進

室に直接、または郵送（3月12日まで必着）で提出してく
ださい。
※市様式の履歴書は、市農林整備課にあります。
申・問市農林整備課 畑かん推進室
☎35-3725（課直通）

財産管理課勤務
■市有バス運転業務

【募集人員】2人
【業務内容】市有バスの運転
【資格要件】大型自動車運転免許
【報酬】7,612 〜 8,266円（日額）※通勤・期末手当あり
【勤務時間】午前9時〜午後5時（月曜〜金曜 ※祝日・年末

年始を除く）
※業務内容によっては、時間外、土・日、祝日の勤務あり

【雇用期間】4月1日〜令和4年3月31日
【保険等】社会保険、雇用保険あり
【申込期限】3月12日（金）午後5時まで
【選考方法】書類選考（市様式の履歴書）と面接

※面接日は3月22日（月）を予定しています。時間、場所
は後日申込者に連絡します。

【申込方法】市様式の履歴書を市財産管理課管財係に直
接、または郵送（3月12日まで必着）で提出してください。

※市様式の履歴書は市財産管理課にあります。
申・問市財産管理課 管財係
☎35-1120（課直通）

基地・防災対策課勤務
■一般事務

【業務内容】自衛隊訓練時の連絡調整、自衛隊関係団体と
の連絡調整や会議開催等に関する業務、基地対策全般に
おける業務補助

【適任要件】パソコン（ワード・エクセル）ができる人
【報酬】5,783 〜 6,148円（日額）※通勤・期末手当あり
【勤務時間】午前9時〜午後4時15分（月曜〜金曜 ※祝日・

年末年始を除く）
※場合によっては、土・日、祝日の勤務あり
■防災専門員

【業務内容】自主防災組織の活動支援、避難訓練等の企画
立案支援、災害発生時の災害対策本部支援、市地域防災
計画書等の見直し

【適任要件】・パソコン（ワード・エクセル）ができる人
・防災士の資格など災害等に対する知識・経験を有する人

【報酬】11,082 〜 11,528円（日額）※通勤・期末手当あり
【勤務時間】午前9時〜午後4時（月曜〜金曜 ※祝日・年末

年始を除く）
※場合によっては、土・日、祝日の勤務あり
■共通事項

【募集人員】1人
【雇用期間】4月1日〜令和4年3月31日
【保険等】社会保険、雇用保険あり
【申込期限】3月8日（月）午後5時まで
【選考方法】書類選考（市様式の履歴書）と面接

※面接日時は、後日申込者に連絡します。
【申込方法】市様式の履歴書を市基地・防災対策課基地・

防災対策係に直接、または郵送（ 3月8日まで必着）で提
出してください。
※市様式の履歴書は、市基地・防災対策課にあります。
申・問市基地・防災対策課 基地・防災対策係
☎35-1119（直通）

市立病院勤務
■理学療法士または作業療法士

【募集人員】1人

【業務内容】外来患者および入院患者リハビリ業務
【資格要件】理学療法士、作業療法士のいずれか
【報酬】8,437 〜 8,940円（日額）※通勤・期末・特殊勤務

手当あり
【勤務時間】午前9時〜午後4時15分

※シフト制により変更あり
【雇用期間】4月1日〜令和4年3月31日
【保険等】社会保険、雇用保険あり
【申込期限】3月19日（金）午後5時まで
【選考方法】書類選考（市様式の履歴書）と面接

※面接日時は、後日申込者に連絡します。
【申込方法】市様式の履歴書を市立病院経営管理係に直

接、または郵送（3月19日まで必着）で提出してください。
※市様式の履歴書は、市立病院にあります。
申・問市立病院 経営管理係
☎33-1023（直通）

確定申告でお困りのときは「税務職
員ふたば（ AI）」にご相談ください

　 確 定 申 告 に 関 す る 疑 問 は、国 税 庁 ホ ー ム ペ ー ジ
（https://www.nta.go.jp/ ）税務相談チャットボットの「税

務職員ふたば」にご相談ください。
　問い合わせ内容をメニューから選択するか、文字を入
力することで、人工知能（AI）を活用して自動で答えます。
　詳しくは、国税庁ホームページの「チャットボット（ふ
たば）に質問する」をご確認ください。
問小林税務署
☎23-3126 ※自動音声案内

国税電子申告・納税システム「e-Tax」

　国税電子申告・納税システム（ e-Tax ）では、自宅やオ
フィス、税理士事務所などからインターネットを利用し
て、国税に関する各種手続き（右欄参照）ができます。
　なお、スマートフォン等でも、電子署名を必要としな
い一部の手続き等を利用することができるほか、マイナ
ンバーカードを利用したe-Tax送信のサービスが開始さ

れました。
　また、スマートフォン専用の画面を利用した所得税の
確定申告書の作成については、給与所得者（年末調整済
み）で、医療費控除またはふるさと納税などの寄付金控
除を適用して申告する人に加えて、2カ所以上の給与所
得がある人、年金収入や副業等の雑所得がある人など、
利用できる人の範囲を拡大するとともに、全ての所得控
除に対応しています。
■e-Taxでできる国税に関する各種手続き
①所得税および復興特別所得税、法人税・地方法人税お
よび復興特別法人税、相続税、贈与税、消費税および地
方消費税、酒税、印紙税の申告
②全ての国税の納税
③納税証明書の交付請求および法定調書の提出などの申
請・届出
■e-Taxのメリット
①税務署に出向くことなく、インターネットを利用して
申告や納税などの各種手続きをすることができます。
②申告書、申請書、添付書類をインターネットを利用し
て提出できるため、ペーパーレス化につながります。
③書面で提出した場合より、還付金が早く受け取れます。
④納税証明書の交付請求手数料が、書面請求の場合より
も安価です。
⑤マイナンバーに係る本人確認書類の提示または写しの
添付が不要です。
　詳しくは、e-Taxホームページ（ https://www.e-tax.
nta.go.jp/ ）をご覧ください。
問小林税務署
☎23-3126 ※自動音声案内

おわびと訂正

　広報えびの1月号9ページに掲載しました「クリスマス
カードプレゼント」の記事に誤りがありました。文章中
の団体名について、「地域医療を守る会」と記載していま
したが、正しくは「地域医療を考える会」です。
　おわびして訂正します。
問市企画課 情報係
☎35-3714（直通）
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今月の表紙　≫ 今月の納税　≫ 人　口　≫

世帯数　≫

17,603人 （前月比 -37人）
男性／8,326人（-26人） 　女性／9,277人（-11人）
転入／28人  転出／28人  出生／5人  死亡／42人

8,222世帯 （前月比 -15世帯）

初 めて特 集 を担 当しました 。今 回 の 特 集で 精 神 疾 患 へ
の 理 解が深まってもらえれば 嬉しいです。 （ 長 友 ）

随 分とあたた かくなりました 。ぽか ぽか 陽 気の 休日は、
家 にいることがもったいない気もします。早く何も気

にせ ず 楽しんで出か けられる日々が 訪 れますように 。（ 久保
田 ）

固定資産税 第4期
国民健康保険税 第8期
後期高齢者医療保険料 第8期
介護保険料 第6期

3月1日（月）までに納めましょう。 （令和3年2月1日現在）

1 月21 日 に 市 内 小 中 学 校 で
提 供 さ れ た 地 産 地 消 応 援 学
校 給 食 。子ど もたち は 牛 肉 の
入った ボ ル シ チをお いしそう
に食べていました 。

令和3年度ぷらいど21助成事業に取
り組む市民団体を募集

　市では、市民の皆さんが主体となって自ら行う地域づ
くり、まちづくり活動に対し、助成金を交付する「ぷら
いど21市民団体活動助成金」事業を行っています。
　地域を活性化したい、地域づくりを始めたいと考えて
いる市民団体の皆さん、この事業を活用して、活動を充
実させてみませんか。

【対象団体】次の条件すべてに該当する団体
・市内の5人以上で構成し、定款等を定めている団体であ
ること

・営利、政治的、宗教的活動を目的とする団体や暴力団な
どの統制下にある団体ではないこと

【助成率等】
［ソフト事業］全体対象経費の80％を助成します。ただし、

複数年度を要する事業は最高3年を限度に助成すること
ができます。助成額の上限は、初年度100万円、2年目50
万円、3年目30万円となります。

［ハード事業］対象事業：空き店舗、空き家改修等事業（一
般財団法人民間都市開発推進機構の住民参加型まちづく
りファンド活用事業）
　ぷらいど21助成金の有無にかかわらず、現在ソフト事
業を行っている市民団体であって、今回、施設整備等を
申請する団体が対象となります（施設整備のみの活動は
助成の対象となりません）。
　全体対象経費の95％以内の助成、単年度上限500万円
を1年間交付します。
※審査委員会の審査を経て、令和3年度の助成団体を決
定します。

【申込方法】申請様式に必要事項を記入のうえ、市民協働
課に提出してください。
※申請様式は、市民協働課で取得するか、市ホームペー

ジ（ https://www.city.ebino.lg.jp/ ）でダウンロードして
ください。

【申込期限】3月19日（金）
申・問市民協働課 市民協働係
☎35-1118（直通）

九州脊梁山地シカ広域一斉捕獲が
行われます

　えびの市を含む宮崎・鹿児島・熊本・大分・福岡県の5県
および各市町村合同で春期のシカ一斉捕獲を実施します。
期間等は以下のとおりです。
　期間中の入山等については十分ご注意ください。市民
の皆さんのご協力をお願いします。

【一斉捕獲期間】3月21日（日）〜 28日（日）
【一斉捕獲日】①3月21日（日）②3月28日（日）

問市農林整備課 林務係
☎35-3725（課直通）

山火事に注意しましょう

　山火事は、例年、雨が少なく乾燥する冬場から春先に
多発しています。火の取り扱いに注意して、山火事を未
然に防止しましょう。かけがえのない貴重な森林を守る
ため、皆さんのご協力をお願いします。
■火入れ許可申請について
　森林または森林の周囲1kmの範囲内にある土地で、そ
の土地にある立木竹、雑草等を面的に焼却する場合には、
事前に許可申請が必要です。火入れ許可を受けようとす
る人は、火入れを行おうとする期間の開始日10日前まで

に火入れ許可申請書を市に提出してください。
■消防署への事前届け出
　刈り取った草等を1カ所に山積みにして焼却を行う場
合は、法律や条例でいう「火入れ」には該当しないため、
火入れ許可申請は不要です。ただし、誤報などを防ぐた
め、消防署に「火災とまぎらわしい煙又は火災を発する
おそれのある行為の届出書」の提出が必要となることが
あります。詳しくは、えびの消防署へお問い合わせくだ
さい。
申・問市農林整備課 林務係
☎35-3725（課直通）
問えびの消防署
☎33-6119

■証明書等コンビニ交付サービスを
　ご利用ください

問市民環境課 市民・年金係　   ☎35-1117（直通）
問市税務課 収納対策室　　　☎35-3737（直通）

　マイナンバーカードを利用して、市が発行する証
明書（住民票の写し、印鑑登録証明書等）を全国の
コンビニエンスストア等のマルチコピー機で取得で
きます。

【利用日時】午前 6 時 30 分〜午後 11 時
※年末年始を除く
※戸籍証明のみ平日午前 9 時〜午後 5 時

【取得できる証明書】
住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍全部（一部）
事項証明書、戸籍の附票の写し、所得課税証明書、
非課税証明書

祝！ 100歳
いつまでもお元気で

令和 2 年 11 月から令和 3 年 1 月末までに
100 歳を迎えられた皆さんを紹介します。

・戸口田 マサ子さん（前松原）
・髙牟礼 悦子さん（下浦）
・木野 初子さん（南岡松）
・内村 キヨさん（南昌明寺）
・甲斐 タカ子さん（京町）

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、
訪問は中止となりました。

問市企画課 情報係　   ☎35-3714（直通）

　システムメンテナンスのため、次の日程でコンビ
ニ交付サービスの戸籍の本籍地交付利用登録申請を
一時停止します。停止中は登録申請ができませんの
で、ご注意ください。
※証明書等の発行はできます。

【運用停止日】
・3 月 9 日（火）午後 5 時 30 分〜午後 11 時

■証明書等コンビニ交付サービスの本籍地交
　付利用登録申請を一時停止します
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